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入 試 の 季 節 も 終 盤 を 迎 え 、 受 験 生 と ご 家 族 の み な さ ま の 緊 張 感 は 並 大 抵 で は

ありません。 それぞ れの「サクラ 咲く」 を心から祈っ ており ます。  

現在会員登録数 3,525 人さま。次号は３ 月 23 日発行の予定 で す。／  
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【１】お知ら せ  
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●  あと５日！  オ ン ライン視聴申 込受付 中！  

期間中何度で もご覧 いただけます 。  

＜講演会「し かけ絵 本に驚く、楽 しむ－ イギリスの歴 史から はじめて－」 ＞  

 申込受付は ２月 25 日（木）まで  視聴 期間は２月 26 日（金 ）正午まで  

講  師：三宅興子さ ん   視聴料： 1,500 円  

◆  お申し込みは、 こ ちらから→  https://shikakeehon.peatix.com 

詳細は↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html 

 

●  2020 絵本セミナー  スズキコー ジさん たちと語る昔 話絵本 の魅力  

『ジョージア のむか しばなし  チンチラ カ と大男』を中 心に  

講  師：スズ キコー ジさん、片山 ふえさ ん、鈴木加奈 子さん  

日  時：３月 14 日（ 日）  13： 00～ 16： 00  参加費： 1,500 円  

場  所：大阪 府立中 央図書館  ２階  多目的室（東大阪 市荒本 ）  

主  催：絵本 学会、 大阪国際児童 文学振 興財団  

詳細は↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html 

 

●「日産  童話と絵 本 のグランプリ 」受賞 作品原画展  

当財団主催「第 36 回  日産  童話と絵本の グランプリ 」（令和 元 年度実施）の

入賞作品の原 画展を 開催していま す。  

日  時：開催 中～３ 月７日（日） ＊ただ し、国際児童 文学館 の開館日時  

場  所：大阪 府立中 央図書館  国際児童 文 学館（東大阪 市荒本 ）  

入場料：無料  

３月上旬に予 定して いる第 37 回（令和２ 年度実施）グ ランプ リの発表後は 、

新しい入賞作 品の原 画に展示替え します 。（～３月 28 日（日） まで）  

詳細は↓  



http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html#36tenji 

 

●  再スタート 10 周年  －次の 10 年のために－  記念 寄付の お願い  

皆様からのご 支援、 ご協力を心か らお願 い申し上げま す。  

年 間 １ 万 円 以 上 の 寄 付 を い た だ い た か た に は 、 佐 々 木 マ キ さ ん デ ザ イ ン の 当

財団新キャラ クター 「イイクロち ゃん」 のグッズをプ レゼン ト！  

詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation.html 

 

● YouTube「大阪国際 児童文学振興 財団  公 式チャンネル  IICLO」  

https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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【２】コラム  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『ネムノキを きらな いで』  岩瀬 成子 /作  植田真 /絵  文研 出 版  2020年 12

月  対象年齢 ：小学 校中学年以上  

 

あらすじ：小 学４年 生の伸夫（ぼ く）は 、おじいちゃ んの家 の庭にあるネ ム

ノキが切られ ると聞 いて「ぜった いに、 きっちゃだめ 」と反 対する。その

ころから自分 のこと ばがうまく紡 げない もどかしさを 感じる ようになる。

そんな時、両 親の離 婚のために町 内で引 っ越して時々 一緒に 登校するよう

になった芳木 くんか ら、動物の幽 霊が出 るという元動 物病院 の敷地に一緒

に行ってほし いと頼 まれる。  

 

Ｔ：読めば読 むほど 味わいの深い 作品で した。  

おじいちゃん、お 父さ ん、伯父さんの３ 人で 、勝手におじいち ゃん の庭にあ

るネムノキを 切って しまうという ことを 決めて、伸 夫は疎外 感 を抱きます 。 

Ｙ：疎 外感という より 、おじいちゃんが 木の ことを伸夫に「い い木 だろ」と何

度も言ってい て、伸夫 は「大きく なったら 、ぼく、この 家に住みた い」（ p.100）

と 思 っ て い る た め 、 伸 夫 の 中 で は 、 ネ ム ノ キ は 自 分 の 一 部 の よ う に 感 じ て

い た ん だ と 思 い ま す 。 だ か ら 、 大 人 た ち が 勝 手 に ネ ム ノ キ を 切 る と 決 め る

こ と が 理 不 尽 で あ る と 思 う 以 上 に 、 ネ ム ノ キ が 切 ら れ る こ と に 抵 抗 を 感 じ

たように読み 取りま した。  

Ｔ：このこと がきっか けのようにな って、伸 夫は、人前で うまくこ とばが話せ

なくなり、学 校の先 生やおとうさ んを戸 惑わせます。  

Ｙ：ちょうど この時期 に、自分中心 に世の中 を見ていた根 拠のな い自信が、社

会 を 意 識 す る こ と で 、 ゆ ら ぐ よ う に 思 い ま す 。 そ の こ と が う ま く こ と ば を

紡げない状況 として 描かれている と思い ました。  

Ｔ：両 親は、伸夫を 見 守ってはいま すが、十 分に理解でき ない。伸 夫の気持ち

を理解してく れるの が芳木くんで す。  

Ｙ：伸夫は、ネムノキ のことを知っ た日に、八つ当たりの ように 部屋のドアを

し め て ク モ を 殺 し て し ま い 、 お 墓 に 埋 め ま す 。 芳 木 く ん は 伸 夫 の 家 に 来 た

ときにちゃん とお墓 におまいりし てくれ ます。  

Ｔ：芳木くん の両親は 離婚をし、芳 木くんは 、母さんとお ばあさん のところへ

http://www.iiclo.or.jp/donation.html
https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://twitter.com/IICLO_News


一 人 で 会 い に い き ま す 。 歓 待 し て く れ る 二 人 か ら 芳 木 く ん が 読 み 取 っ た の

は「母さんはもう、ぼ くのところに は帰っ てこないんだ な」（ p.109）という

こ と で し た 。 こ と ば や 行 動 の 背 景 を 読 む 芳 木 く ん だ か ら こ そ 、 伸 夫 の こ と

を理解できた のかな と思いました 。  

Ｙ ： そ の 二 人 は 、 元 動 物 病 院 の 庭 に 出 る 犬 や 猫 の 幽 霊 の ナ ゾ を 解 き に 行 き ま

す。ここは種 明かし をどきどきし て読み ました。  

Ｔ：幽霊が出 ると言っ たのは、庭の 隣の家の おじいさん。伸夫たち は子どもを

脅 す お じ い さ ん に 反 発 し な が ら も 、 お じ い さ ん の 立 場 も 理 解 す る と い う と

こ ろ に 成 長 を 感 じ ま す 。 と は い え 、 こ の 作 品 は 決 し て 子 ど も 時 代 に 別 れ を

告げる作品で はあり ません。  

Ｙ：そ うなんです。伸 夫が「ネムノキを きら ないで」と思う気 持ち を大切に持

ち つ づ け な が ら 、 枝 を 落 と さ れ て お じ い ち ゃ ん の 庭 に 立 ち 続 け る ネ ム ノ キ

を 愛 お し い と 思 う と い う 結 末 が 、 伸 夫 の 変 化 を 感 じ さ せ て く れ る と 思 い ま

した。  

 

＊今回のゲス トは当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）です 。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 66 回「クンねず み 」  

 近代教育が もたら したもの  

 

今回は、〈 ねずみ〉 三 部作の一つ 、「クン ね ずみ」を取り 上げま す。  

〈 ク ン ね ず み 〉 と い う 名 前 の ね ず み が い ま し た 。 自 分 が 一 番 立 派 で え ら い と

思っており、自分より も賢い人や立 派なね ずみに会うと 、嫉んで〈エヘンエヘ

ン〉と咳払いをし て当 てつけたり、意地 悪を したりするの です。で すから、ま

わりのねずみ からも 嫌われていま した。  

 

あ る 日 、 ク ン ね ず み が 散 歩 を し て い る と 、 別 の ね ず み と 話 し て い る 鼠 会 議 員

の〈テねずみ〉を 見か けます。テは 、〈ケイザ イやゴラクが 悪くな るというと、

不 平 を 生 じ て ブ ン レ ツ を 起 す と い う ケ ッ カ に ホ ウ チ ャ ク す る ね 。 そ う な る の

は実にそのわ れわれ のシンガイで 、フホン イであるから …〉と、こ難しい言葉

を並べたてて 話し、そ れを聞いてい たクン ねずみは癪に さわっ て〈エヘン、エ

ヘン〉とやっ てしま います。  

 

そのことによ り、テに〈ブンレツ者〉扱い さ れ、縛られたクン ねず みは暗殺さ

れることにな ります が、突然あら われた猫 大将に助けら れます。そして、立派

な 猫 の 家 で ４ 疋 の 子 の 家 庭 教 師 と な る の で す が 、 今 度 は 子 猫 の 賢 さ を 妬 ん で

しまい、最後 は子猫 たちに食べら れてし まいます。  

 

〈 ね ず み 三 作 の う ち 、 表 現 の 巧 み さ も 、 皮 肉 の 強 さ も こ の 作 品 が 一 番 か も し

れない〉と述 べるの は中野新治で す（『 国 文学  解釈と教材の 研 究』 2003 年）。

その一方で 、〈ツェね ずみ〉の結末が本 作 の〈ねずみ競争新 聞〉に取り上げら

れ 、 ク ン ね ず み が そ れ を 読 む 場 面 に 象 徴 さ れ る よ う に 、 別 個 の 作 品 が 重 層 的

に 絡 み 合 う 展 開 の お も し ろ さ や ユ ニ ー ク さ が 、 本 作 の 特 徴 と も い え ま す 。 こ

れは賢治童話 全体の 特質でもあり ます。  

 

と こ ろ で 、 頻 出 す る カ タ カ ナ 表 記 の 熟 語 は 、 教 養 や 知 識 な ど 教 育 を 暗 示 す る

も の で あ り 、 ク ン ね ず み に は そ れ に 対 す る 憧 憬 が あ る こ と は 間 違 い あ り ま せ



ん 。 難 し い 言 葉 を 知 っ て い る と い う こ と が 社 会 的 地 位 に 直 結 し 、 教 育 と い う

営 み を 通 し て 競 争 を 煽 る 風 潮 へ の 諷 刺 が 根 底 に あ る と い え ま す 。 同 時 に 、 ク

ン ね ず み と は い わ ば 競 争 に 敗 れ た 者 で あ り 、 子 猫 に 食 べ ら れ て し ま う こ と で

哀 れ な 結 末 を た ど っ て い く 姿 か ら は 、 近 代 教 育 か ら こ ぼ れ 落 ち て い っ た 大 衆

を想起させま す。  

 

作 者 は ク ン ね ず み を 同 情 的 に は 描 写 し て い ま せ ん が 、 近 代 教 育 が 持 ち 込 ん だ

競 争 原 理 が 作 品 の 一 つ の モ チ ー フ で あ る こ と は 動 か し が た い こ と で あ る よ う

に思います 。（ペ吉 ）  

 

※「クンねず み」に おける「ン」 の表記 は本来小さい 「ン」 ですが、 PC では

表示できない ため、 大きい「ン」 として います。  

 

（本文の引用 は、新 潮文庫版『新 編  風の 又三郎』によ りまし た。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ２０  

***************************************************************** 

 

「 こ の い た ず ら こ ぞ う め っ ！  お ま え さ ん た ち の い う こ と を 書 き と っ て い た

ら 、 ほ ら ご ら ん 、 こ ん な の は ど こ に で も い る ふ つ う の 男 の 子 じ ゃ な い か ！ わ

たしを、から かった なあ。」と 、チャペ ッ クさんがさけ びまし た。  

  

（『 こ い ぬ と こ ね こ の お か し な 話 』  ヨ ゼ フ ・ チ ャ ペ ッ ク /作  木 村 有 子 /訳  

岩波少年文庫  岩波 書店  2017 年 5 月  p.131）  

 

これは、こ いぬとこ ねこの 10 編のユーモ ラスなお話が 入った『 こいぬとこね

このおかしな 話』の 中の「ドマジ リッツ ェの男の子た ちの話 」の一文です 。  

 

ある日、作家 のチャペ ックさんが、こいぬと こねこのとこ ろにや ってきて、ド

マ ジ リ ッ ツ ェ 小 学 校 の 二 年 Ａ 組 男 子 か ら 「 こ い ぬ と こ ね こ の お 話 や 、 ぼ く た

ち の よ う な 男 の 子 が 登 場 す る お 話 を 、 す ぐ に で も 書 い て く だ さ い 」 と い う 手

紙をもらった と報告 します。  

 

こ い ぬ と こ ね こ は 、 ド マ ジ リ ッ ツ ェ の 男 の 子 た ち が ど ん な 子 た ち か 見 に 出 か

け て い き ま す が 、 途 中 で 近 所 の 子 ど も た ち と 遊 ん で し ま い 、 そ の ま ま 家 に も

ど っ て き ま す 。 そ し て 、 チ ャ ペ ッ ク さ ん に ド マ ジ リ ッ ツ ェ に 行 っ た と う そ を

ついて、ドマ ジリッツ ェの男の子た ちを描 写します。「丸い頭 が あります」「な

んと、足は地 面までの びてるんです よ！」と いうように。それを聞 いたチャペ

ックさんのこ とばが 、引用の部分 です。  

 

そ れ に 対 し て こ い ぬ は 「 ド マ ジ リ ッ ツ ェ の 男 の 子 た ち が 、 ど こ に で も い る 男

の 子 な ら ば 、 き っ と ド マ ジ リ ッ ツ ェ の こ い ぬ と お に ご っ こ を し た り 、 こ ね こ

とかくれんぼ をした りしているん じゃな いかな。」と言い 、こ ねこは「男 の子

も 女 の 子 も 、 世 界 中 ど こ で も み ん な お ん な じ よ う に あ そ ん で い る ん じ ゃ な い

かしら。」 と言いま す 。  

 

短 い お 話 は 、 こ ね こ と こ い ぬ が 、 大 人 で あ る 作 家 を だ ま す と こ ろ が ユ ー モ ラ

ス で あ る と 同 時 に 、 結 末 に は 、 自 由 に 遊 ぶ こ と こ そ が 子 ど も の 幸 せ で あ る と

いうことが謳 われて おり、心がはずみ ます 。先日（２月 13 日）、当財団では、



訳者の木村有 子さん をお迎えして、国 際講 演会「チェコの子 ども の本  いま・

む か し 」 を 開 催 し ま し た が 、 木 村 さ ん の ご 講 演 を う か が っ て 改 め て ナ チ ス の

強制収容所で 亡くな ったヨゼフ・ チャペ ックの魅力を 認識し ました。（ Ｙ）  

 

＊「チェコ の子どもの 本  いま・むかし」に ついては、後日、報 告 集を発行す

る予定です。  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

神戸ファッシ ョン美 術館で、３月 28 日（日）まで開催さ れてい る「こわくて、

たのしいスイ スの絵 本展～クライ ドルフ、フィッシャー、ホフ マ ンの世界～」

に行ってきま した。展示は「グリム童 話 の世界」「ス イスの世 界」の２章に分

けられ、エルンス ト・クライドルフ（ 1863-1956）、ハンス・フィ ッ シャー（ 1909-

1958）、フェリックス・ホフマ ン（ 1911-1975）の、手描き絵本、初版リトグラ

フ、原画など約 150 点が紹介され ていま す。スイスを 代表す る３人の作品 を

一会場で見る ことが できるのは、所蔵元の 長野県「小さ な絵本美 術館」以外で

は初めてだそ うです 。  

 

まずは「グリム童 話の 世界」です。フィッ シ ャーの「ブレーメ ンの おんがくた

い 」 は 一 筆 書 き の よ う な 曲 線 が と て も 美 し く 、 描 か れ て い る 動 物 た ち が 動 い

ているように 感じら れました。「ヘンゼル とグレーテル」や「し あわせハンス 」

な ど 、 一 枚 の 絵 の 中 に 物 語 の 初 め か ら 終 わ り ま で が 描 か れ て い る 作 品 は じ っ

くり見て楽し めます。ホフマンの「おお かみ と七ひきのこ やぎ」は 、鉛筆と水

彩で描かれた 下書き の絵とリトグ ラフが 見比べられま す。クラ イドルフの「ふ

ゆのはなし」は、小 人 たちが主人公 で、雪が おばけのよう に積も った森や、氷

の 洞 窟 の 中 で の 白 雪 姫 と 宴 の 様 子 な ど 、 豊 か な 物 語 世 界 が 目 の 前 に 広 が り ま

す。  

 

２章「スイス の世界」では、クライ ドルフの 花や虫の妖精 の世界 がたっぷり紹

介 さ れ て い ま す 。 登 場 人 物 の 動 き や 表 情 が お も し ろ く 、 細 か く 描 か れ た 花 び

らや葉っぱの 衣装や、草花の背景が きれい です。ホフマ ンの「ス イスの伝説」

の絵はちょっ と怖い 感じで、「小僧が どう やってヨーデ ルを習 ったか」や「悪

魔の橋」など の絵を見 ていると、ど んな話か 知りたくなり ました。最後はフィ

ッシャーの「こねこの ぴっち」と「たんじ ょ うび」のコ ーナーです 。リトグラ

フに彩色され た作品 をたくさん見 ること ができ、「こねこ のぴ っち」は試 作本

もあって、出 版され た本との違い を興味 深く見ました 。  

 

時 代 の 違 う ３ 人 の 作 家 で す が 、 ス イ ス の 豊 か な 自 然 や 、 豊 か な 表 情 を も っ た

動 物 を 描 い て い る 点 は 共 通 し て お り 、 い つ か ス イ ス に 行 っ て み た い と 思 い な

がら会場をあ とにし ました。（ Ｋ）  

 

＊神戸ファッ ション 美術館  https://www.fashionmuseum.or.jp/ 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●絵本学会絵 本フォ ーラム 2020「和田誠 Ａ面Ｂ面」  

講  師：土井 章史（ トムズボック ス）、 吉 田宏子（ハチ ミツブ ックス）  

日  時：２月 27 日（ 土） 19： 00～ 20： 30 ※オンライ ン開催 （ Zoom）  



定  員： 100 人程度   参加費：無 料   申し込み：不 要  

主  催：絵本 学会企 画委員会  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『ネ ム ノキをきらない

で』を１名の方に プレ ゼントします。ご 希望 の方は、メールで 件名「メルマガ  

NO.126 プレゼント希 望」とし、 (1)お名前  (2)郵便番号・ 住所  (3)電話番号  

(4)メールアドレス、よろしければ  (5)このメルマガの ご感想 をお書きのう え  

office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は３月 10 日（水 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

通勤途中の公 園に梅 の木がありま す。白 梅にメジロが やって きて春の風情 が

感じられます 。これ から三寒四温 を繰り 返しながら春 になっ ていくのでし ょ

う。新型コロ ナウイ ルスのワクチ ン接種 が始まりまし た。“ 春 ”は必ずやっ

てくると信じ て毎日 を過ごしてい ます。（ ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html

